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我々は、エネルギーハーベスト技術の一つとして、酸化還元電位の温度係数（α）を活用した

「三次電池」[1-3]を提案している。「二次電池」が外部電力で充電されるのに対して、「三次電池」

はデバイスの温度変化で充電することができる。「三次電池」の電池としての重要な性能指標は、

(1)熱起電力 Vcellと(2)放電容量 Qcellである。VcellcalcはΔT(α+-α-)と表すことができる。ここで、

ΔT は三次電池の温度変化であり、α+とα-は正極材料と負極材料のαである。三次電池の容量は、

放電曲線の幾何学より、QcellcalcはΔT (α+-α-)/[β+/r-β-/(1-r)]と表すことができる。ここで、

β+とβ-は正極材料と負極材料の酸化還元電位の電荷係数であり、rは全活物質に対する正極活物

質の割合である。本研究の目的は、βの異なる活物質を用いた三次電池の Vcell と Qcell を評価し、

Qcellとβとの関係を明らかにすることである。 

NaxCo[Fe(CN)6]0.87(NCoF87)を正極、NaxNi[Fe(CN)6]0.94(NNiF94)、NaxCu[Fe(CN)6]0.88(NCuF88)、

NaxMn[Fe(CN)6]0.89(NMnF89)、NaxZn3[Fe(CN)6]1.96.(ZnHCF)を

負極とする三次電池を８種類作成した。β-は- 0.4Ωg/h

から- 6.1Ωg/hの範囲に分散している。作成された三次電

池の熱サイクル試験を行い、Vcellと Qcellを評価した。他方、

三次電池のα+、α-、β+、β-および r とΔT より、理論容

量（Qcellcalc）を計算した。右図は、８種類の三次電池に対

して、Qcellと Qcellcalcを比較したものである。各点が三次電

池に対応する。Qcellと Qcellcalcは非常によい相関を示してい

る。特に、Zn1 は、小さなβ-(= - 0.4Ωg/h)を反映して、

非常に大きな値（= 3.98mAh/g）を示した。 
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